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南区の一地区内の全世帯（3,069 世帯）に無記名自記式の質問紙調査を行い，回答数 1,820（回収率 58.0％）
の中から専業主婦女性 701 名を分析対象とした．質問項目は最近 1週間の外出頻度，主観的健康感について










































 2011 年 3 月，大阪府堺市南区の一地区内の全世帯
（3,069 世帯）に無記名自記式の質問紙調査を行った．
回答数 1,820（回収率 58.0％）のうち，有効回答数は 1,780
であった．そのうち，専業主婦および無職である女性 701
名を分析対象とした．女性のうち専業主婦の女性の割合
は 69％であった．年齢により 30 代以下，40 代，50 代，
60 代前半，60 代後半，70 代前半，70 代後半，80 代以上
の 8 群に分けて比較した．30 代以下が 55 名，40 代が 63
名，50 代が 71 名，60 代前半が 135 名，60 代後半が 136




























出頻度がほぼ毎日と 0～3 日の 2 群における年代比較を
行った．不安あり／なし比の値が 1 より大きいほど，不
安が高い状態を示す．有意水準は 5％未満とし，統計解
析には spss 14.0 J を用いた． 
 
結  果 
１．年代別の外出頻度の比較 



















図 1 年齢と外出頻度 




代前半で 40％台，70代後半で 22.2％，80代以上では 8.8％
であった．週に 2～3 日外出している者（2～3 日群），0
～1 日の外出の者（0～1 日群）は年齢とともに増加して
おり，2～3 日群は 70 代以上で過半数となり，70 代後半
では 60％を越え，80 代以上で 70.2％であった．0～1 日
























日群に比べ 0～3 日群では不安あり群が 31.8％から
59.3％に増加し，不安なし群は 45.5％から 22.2％へ減少
していた．60 代以上の 0～1 日群をみると，不安なし群
が存在しない年代も多く，20％未満であった．60 代前半
では毎日群と 2～3 日群における差がほとんどなく，60
代後半以降は，毎日群と比べ 2～3 日群，さらに 0～1 日
群の不安なし群に対する不安あり群の数は加齢とともに
増加していた． 



























図 2 年齢と主観的健康感 
















図 3 年代別の外出頻度と主観的健康感 





















































































合は，40 代 0.5％，50 代 1.3％，60 代 3.9％，心筋梗塞の
割合は 50 代 0.1％，60 代 1.0％，狭心症は 40 代 0.0％，
50 代 1.3％，60 代 3.3％，高血圧は 40 代 10.0％，50 代
22.4％，60 代 42.1％，糖尿病 40 代 3.4％，50 代 6.7％，
60 代 13.2％，脂質異常症 40 代 1.9％，50 代 11.0％，60
代 23.4％21），と報告され，50 代または 60 代で急に割合
が高くなるものが多くみられる．さらに工藤らによると，
人間ドックでの肺機能検査を受けた対象者の有所見率は
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The relationship between the frequency of outings and 
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Abstruct 
 Physical activity levels and the amount of exercise in housewives are reportedly low; however, a high 
frequency of outings is likely to be maintained due to connection with local residents. This study aimed to 
identify the relationship between the frequency of outings and self-rated health in housewives, and 
investigate age-related effects. Anonymous self-administered questionnaires were distributed to 3,069 
households in one district of Minami-ku, Sakai-shi, Osaka, and, of the 1,820 responses (response rate: 
58.0%), 701 housewives were analyzed. Questionnaire items included the frequency of outings and 
self-rated health over the past one week. As the results of the questionnaire, the frequency of outings 
gradually decreased as the age advanced from their 60s to 80s or over. Regarding self-rated health, the 
number of subjects with anxiety increased with age. Among the subjects aged 50 or over, there was a 
decreasing trend in the frequency of outings and self-rated health. The findings suggest the need to take 
appropriate measures to maintain and promote the health of housewives aged 50 and over according to their 
age group. 
 
